
は
じ
め
に

今
度
の
教
科
書
は
人
間
論
か

ら
出
発
し
、
人
類
の
「
生
存
の

危
機
」
と
の
た
た
か
い
を
強
調

し
、
人
間
の
自
由
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
未
来
社
会
論
で
全
体

を
ま
と
め
て
い
る
。
階
級
の
論

理
と
人
間
の
視
点
を
結
合
し
て

全
体
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

１

な
ぜ
未
来
社
会
の
問
題
が

重
要
な
の
か
ー
資
本
主
義
の

限
界
が
議
論
さ
れ
て

い
る

①
格

差

と

貧

困

が

深

刻
に
な
っ
て
い
る

コ

ロ

ナ

禍

の

な

か

で
、

格

差

と

貧

困

が

深
刻

に

な

り

、

超

富

裕
層
が
ま
す
ま
す
資
産
を
増
や

し
、
他
方
で
、
多
く
の
国
民
が

深
刻
な
生
活
難
に
陥
っ
て
い
る
。

と
く
に
女
性
の
困
窮
が
深
刻
。

コ
ロ
ナ
危
機
で
、
最
前
線
で
働

く
医
療
・
福
祉
従
事
者
の
７
割

以
上
は
女
性
で
あ
り
、
感
染
の

不
安
の
な
か
で
、
低
賃
金
、
過

重
労
働
の
な
か
で
、
医
療
介
護

を
支
え
て
い
る
。
女
性
労
働
者

の
約
６
割
は
非
正
規
雇
用
で
あ

り
、
女
性
労
働
者
の
４
割
が
年

収
２
０
０
万
以
下
の
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ワ
ー
。
女
性
労
働
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
と
そ
の
子
ど
も
た

ち
な
ど
“
社
会
的
弱
者
”
が
深

刻
な
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。

②
自
然
と
人
間
の
物
質
代
謝
の

条
件
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る

人
類
の
生
存
を
脅
か
す
感
染

症
の
発
症
は
、
無
秩
序
な
生
態

系
の
破
壊
、
乱
暴
な
開
発
に
よ

る
自
然
環
境
の
破
壊
に
よ
っ
て

人
間
と
動
物
の
距
離
が
縮
ま
り
、

動
物
が
持
っ
て
い
る
ウ
ィ
ル
ス

が
人
間
に
移
っ
て
き
た
た
め
。

ま
た
地
球
温
暖
化
が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
産
業
革
命
以

来
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
量
排

出
の
結
果
で
あ
る
が
、
産
業
革

命
時
と
比
較
し
て
、
地
球
の
平

均
温
度
は
１
度
上
が
っ
て
い
る
。

現
在
、
各
国
が
提
出
し
て
い
る

目
標
の
合
計
を
見
る
と
、
21

世

紀
末
に
３
度
上
が
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
許
せ
ば
、

地
球
の
人
々
の
生
活
は
破
壊
的

な
ダ
メ
ー
ジ
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
の

多
発
、
地
球
環
境
の
破
壊
な
ど

確
実
に
人
類
の
生
存
の
危
機
が

進
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
格
差
と

貧
困
、
地
球
環
境
の
破
壊
が
な

ぜ
生
ま
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

そ
の
根
本
の
原
因
は
資
本
主
義

の
利
潤
第
一
主
義
の
限
り
な
い
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衝
動
が
あ
る
。
21
世
紀
の
い
ま
、
こ
う
し

た
格
差
と
貧
困
や
地
球
環
境
の
問
題
を
克

服
す
る
に
は
、
利
潤
第
一
主
義
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
社
会
＝
資
本
主
義
社
会
の
限
界

を
乗
り
越
え
る
未
来
社
会
を
本
格
的
に
検

討
す
る
こ
と
が
国
民
的
課
題
に
な
っ
て
い

か
ざ
る
を
得
え
な
い
。

２

ど
の
よ
う
な
視
点
で
考
え
る
の
か

①
自
由
と
民
主
主
義
の
延
長
・
発
展
の
な

か
で
ー
「
人
間
の
自
由
」
と
「
人
間
の
解

放
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

近
代
民
主
主
義
、
現
代
民
主
主
義
の
成

果
と
も
言
え
る
「
政
治
的
市
民
的
自
由
」

「
民
族
の
自
由
」
「
生
存
の
自
由
」
を
継

承
す
る
。
日
本
国
憲
法
を
ま
も
り
、
そ
れ

を
い
か
し
た
社
会
づ
く
り
の
た
た
か
い
は
、

日
本
の
未
来
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
こ
と
に
な
る
。

②
マ
ル
ク
ス
の
未
来
社
会
へ
の
展
望

『
経
済
学
批
判
要
綱
』
の
３
段
階
論
で
は
、

前
近
代
社
会
の
「
人
格
的
依
存
関
係
」
↓

資
本
主
義
社
会
の
「
物
的
依
存
性
の
う
え

に
き
ず
か
れ
た
人
格
的
独
立
性
」
↓
社
会

主
義
・
共
産
主
義
の
「
諸
個
人
の
普
遍
的

発
展
」
の
う
え
に
き
ず
か
れ
た
「
自
由
な

個
性
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

③
全
て
の
た
た
か
い
が
「
社
会
の
形
成
要

素
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
る

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
た
た
か
い
の

成
果
は
、
新
し
い
社
会
を
形
づ
く
る
要
素
、

「
新
し
い
社
会
の
形
成
要
素
」
と
し
て
継

承
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
大
幅
賃
上
げ
と

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
の
実
現
、
労
働
時

間
の
短
縮
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
、
両

性
の
平
等
と
同
権
な
ど
「
ル
ー
ル
あ
る
経

済
社
会
」
を
め
ざ
す
た
た
か
い
は
、
や
が

て
未
来
社
会
の
「
形
成
要
素
」
と
し
て
継

承
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
意
味
で
、

未
来
社
会
は
い
ま
と
遠
く
離
れ
た
先
の
話

で
は
な
く
、
今
日
の
た
た
か
い
は
、
全
て

未
来
社
会
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

３

生
産
手
段
の
社
会
化
を
中
心
と
す

る
社
会
主
義
的
変
革
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
社
会
が
う
ま
れ
る
の
か

①
社
会
主
義
的
変
革
の
中
心
は
生
産
手
段

の
社
会
化

生
産
手
段
の
社
会
化
で
一
番
大
事
な
こ

と
は
「
生
産
者
が
主
役
」
と
い
う
原
則
が

貫
か
れ
る
こ
と
。
か
つ
て
の
ソ
連
の
よ
う

に
、
形
だ
け
「
国
有
化
」
し
て
も
、
労
働

者
が
管
理
や
運
営
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
て

は
「
社
会
化
」
と
は
言
え
な
い
。
官
僚
層

の
専
制
支
配
が
行
わ
れ
る
。

②
ど
の
よ
う
に
社
会
は
変
化
す
る
か

生
産
手
段
の
社
会
化
に
よ
っ
て
人
間
に
よ

る
人
間
の
搾
取
が
廃
止
さ
れ
、
生
活
の
向

上
と
と
も
に
、
労
働
時
間
の
抜
本
的
な
短

縮
に
よ
っ
て
、
社
会
の
構
成
員
が
自
由
時

間
を
十
分
に
持
つ
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

人
間
の
全
面
発
達
を
保
障
す
る
社
会
の
土

台
が
出
来
る
。
生
産
の
動
機
や
目
的
が
根

本
的
に
変
化
し
て
、
利
潤
第
一
主
義
か
ら

解
放
さ
れ
、
人
間
と
自
然
、
社
会
の
「
調

和
あ
る
生
産
力
の
発
展
」
が
可
能
に
な
る
。

＊
「
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
ー

『
脱
成
長
』
が
良
い
と
簡
単
に
言
え
ま
せ

ん
。
今
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
生
産
力
を

量
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ど

の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
質
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
と
自
然
、
人
間
と

社
会
な
ど
と
の
調
和
あ
る
発
展
を
ど
う
実

現
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
生
産
力
へ
の
民
主
的
規
制
と
民
主
的

計
画
化
を
ど
う
実
現
す
る
か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単

な
る
『
脱
成
長
』
で
は
な
く
民
主
的
規
制

と
民
主
的
計
画
化
に
も
と
づ
く
生
産
力
の

調
和
あ
る
発
展
と
い
え
ま
す
。
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＊
歴
史
に
お
け
る
生
産
力
の
問
題
ー
マ
ル

ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
人
間
の
根
本
的

欲
求
で
あ
る
生
活
手
段
の
生
産
が
『
い
っ

さ
い
の
歴
史
の
第
一
前
提
』
と
し
、
さ
ら

に
無
限
の
必
要
の
拡
大
が
生
産
力
発
展
の

原
動
力
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

生
産
力
を
資
本
主
義
と
い
う
社
会
構
成
体

の
な
か
で
考
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
イ

ギ
リ
ス
か
ら
始
ま
る
産
業
革
命
に
よ
る
生

産
力
の
発
展
に
注
目
し
、
そ
の
生
産
力
の

発
展
を
担
い
な
が
ら
、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず

か
ら
ず
、
人
間
性
を
喪
失
し
て
い
く
労
働

者
階
級
に
目
を
向
け
、
そ
の
現
状
を
怒
り
、

告
発
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
生
産
力
の
発

展
を
重
視
し
な
が
ら
、
労
働
者
階
級
や
民

衆
が
生
産
力
の
成
果
を
わ
が
も
の
に
す
る

か
ど
う
か
、
そ
の
た
め
の
社
会
の
あ
り
方
、

経
済
の
あ
り
方
に
関
心
を
集
中
し
て
い
ま

し
た
。
一
部
で
言
わ
れ
る
生
産
力
至
上
主

義
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
し
た
。

③
未
来
社
会
の
特
質
は

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
共
産

党
宣
言
』
の
な
か
で
、
未
来
社
会
を
「
各

人
の
自
由
な
発
展
が
万
人
の
自
由
な
発
展

の
条
件
で
あ
る
よ
う
な
協
同
社
会
」
と
説

明
し
た
。

「
必
然
性
の
国
」
と
は
、
「
本
来
の
物
質

的
生
産
」
に
関
わ
る
時
間
。
自
分
や
家
族
、

社
会
の
生
活
の
維
持
、
再
生
産
の
た
め
に

ど
う
し
て
も
必
要
な
労
働
の
時
間
。
「
自

由
の
国
」
は
、
こ
の
「
必
然
性
の
国
」
を

基
礎
と
し
て
、
そ
の
う
え
に
成
り
立
つ
。

「
本
来
の
物
質
的
生
産
」
を
果
た
し
た
後

に
残
る
時
間
は
、
人
間
が
自
由
に
使
う
こ

と
の
出
来
る
時
間
。
こ
う
し
た
「
自
由
な

国
」
の
成
立
は
、
労
働
時
間
の
抜
本
的
な

短
縮
が
根
本
条
件
。
社
会
を
構
成
す
る
す

べ
て
の
人
び
と
の
人
間
的
発
達
が
そ
れ
自

体
と
し
て
目
的
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
間
の
精
神
的
・
肉
体
的
能
力
の
豊
か
な

発
展
が
あ
り
、
そ
の
総
和
に
よ
っ
て
社
会

は
飛
躍
的
に
発
展
す
る
。

④
旧
来
の
定
式
の
問
題

旧
来
の
説
明
で
は
、
未
来
社
会
を
生
産

物
の
分
配
を
基
準
に
、
「
労
働
に
お
う
じ

て
う
け
と
る
」
原
則
が
実
現
さ
れ
る
「
第

１
段
階
」
と
「
必
要
に
お
う
じ
て
う
け
と

る
」
原
則
が
実
現
さ
れ
る
「
第
２
段
階
」

に
区
分
し
て
い
た
。
そ
し
て
「
第
１
段
階
」

を
社
会
主
義
社
会
、
「
第
２
段
階
」
を
共

産
主
義
社
会
と
し
た
。
も
っ
ぱ
ら
、
生
産

力
の
発
展
の
度
合
い
と
そ
れ
に
も
と
づ
く

生
産
物
の
分
配
方
式
で
説
明
し
た
。
こ
の

古
い
定
式
の
理
論
的
根
拠
が
レ
ー
ニ
ン
の

『
国
家
と
革
命
』
に
あ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン

は
こ
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
の
『
ゴ
ー
タ

綱
領
批
判
』
を
根
拠
に
、
「
二
段
階
発
展

論
」
を
展
開
し
た
。
こ
れ
を
引
き
継
い
だ

の
が
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
り
、
彼
は
１
９
３

４
年
に
、
「
第1

段
階
」
の
低
い
段
階
を

「
社
会
主
義
社
会
」
、
「
第
２
段
階
」
の

高
い
段
階
を
「
共
産
主
義
社
会
」
と
よ
ぶ

用
語
法
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
１
９
３
６

年
に
、
ソ
連
社
会
が
共
産
主
義
の
第
１
段

階
、
社
会
主
義
社
会
を
実
現
し
た
と
宣
言

し
、
こ
れ
以
降
、
世
界
の
社
会
主
義
運
動

で
は
、
未
来
社
会
の
低
い
段
階
を
社
会
主

義
、
高
い
段
階
を
共
産
主
義
と
よ
ぶ
用
語

法
が
支
配
的
な
定
説
と
な
っ
た
。
「
二
段

階
発
展
論
」
が
１
９
３
０
年
代
以
降
の
非

人
間
的
状
況
を
覆
い
隠
し
、
ソ
連
「
社
会

主
義
」
を
美
化
す
る
用
語
法
と
し
て
普
及

さ
れ
て
い
っ
た
。

４

ソ
連
崩
壊
は「
非
人
間
的
抑
圧
型
社

会
」
の
崩
壊

１
９
９
１
年
に
崩
壊
し
た
ソ
連
は
、
社

会
主
義
と
は
無
縁
な
「
非
人
間
的
な
抑
圧

型
社
会
」
で
あ
っ
た
。
１
９
１
７
年
に
ロ

シ
ア
革
命
が
成
功
す
る
が
、
１
９
３
０
年

代
に
革
命
の
大
義
が
失
わ
れ
、
ス
タ
ー
リ
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ン
独
裁
の
専
制
社
会
に
変
質
し
た
。
ス
タ
ー

リ
ン
以
後
（
１
９
５
３
年
に
死
亡
）
の
ソ

連
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
的
な
個
人
独
裁
体
制

か
ら
共
産
党
政
治
局
に
よ
る
集
団
的
専
制

体
制
に
な
り
、
「
非
人
間
的
抑
圧
型
社
会
」

を
継
続
し
た
。

５

過
渡
期
の
持
つ
意
味

①
社
会
的
改
革
ー
「
環
境
と
人
間
」
を
つ

く
る過

渡
期
は
生
産
手
段
の
社
会
化
だ
け
で

な
く
「
環
境
と
人
間
と
を
つ
く
り
か
え
る

一
連
の
歴
史
的
過
程
」
で
あ
り
、
自
由
な

生
産
者
の
「
結
合
」
に
よ
る
「
生
産
の
新

し
い
組
織
」
が
必
要
と
な
る
。
自
由
な
生

産
者
が
対
等
平
等
の
立
場
で
協
力
し
合
う

新
し
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば

「
生
産
の
新
し
い
組
織
」
を
つ
く
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

②
政
治
的
改
革
ー
社
会
主
義
国
家
と
国
家

の
死
滅

“
人
間
の
自
由
な
協
同
体
”
が
生
ま
れ
れ

ば
、
国
家
を
必
要
と
し
な
い
歴
史
的
時
代

に
な
り
、
国
家
の
死
滅
が
始
ま
る
。
国
家

が
な
く
な
る
と
、
社
会
が
混
乱
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
国
家
に
代
わ
る
強
制
的
な
権

力
を
不
要
と
す
る
自
治
的
体
制
に
移
行
し
、

社
会
的
ル
ー
ル
と
自
治
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
安
定
し
た
豊
か
な
社
会
が
実
現
さ
れ

る
。

６

全
て
の
変
革
が「
国
民
の
合
意
」に
よ
っ

て
段
階
的
に
行
わ
れ
る

①
未
来
社
会
も
国
民
的
合
意
に
よ
る
段
階

的
変
革
に
よ
っ
て

社
会
主
義
的
変
革
の
出
発
点
に
お
い
て

も
、
そ
の
後
の
す
べ
て
の
段
階
で
、
国
民

多
数
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
社
会
主
義
へ
の
前
進
を
支
持
す
る
国
民

的
合
意
の
も
と
に
、
そ
の
国
民
の
合
意
を

代
表
す
る
勢
力
が
「
国
会
の
安
定
し
た
勢

力
」
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
選
挙
で

の
国
民
多
数
の
意
思
表
示
を
抜
き
に
、
政

権
が
勝
手
に
社
会
主
義
に
前
進
す
る
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

７

階
級
的
自
覚
と「
歴
史
の
二
重
の
見

通
し
」

①
階
級
的
自
覚
と
は

労
働
者
階
級
の
階
級
的
自
覚
と
は
、
自

分
が
労
働
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
と
も

に
、
資
本
主
義
社
会
を
変
革
し
社
会
主
義

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類

の
真
の
解
放
を
実
現
す
る
と
い
う
労
働
者

階
級
の
歴
史
的
使
命
を
理
解
し
、
全
国
的

に
団
結
し
、
政
治
を
根
本
的
に
変
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

②
「
歴
史
の
二
重
の
見
通
し
」

日
本
社
会
の
変
革
や
未
来
社
会
の
展
望

を
理
解
す
る
う
え
で
、
「
二
重
の
歴
史
的

見
通
し
」
を
持
つ
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
は
、

第
１
に
、
資
本
主
義
の
枠
の
な
か
で
の
民

主
主
義
革
命
に
よ
っ
て
、
真
の
「
独
立
」

と
民
主
主
義
の
日
本
を
め
ざ
す
と
い
う
自

覚
で
あ
る
。
第
２
に
、
搾
取
の
な
い
未
来

社
会
＝
社
会
主
義
を
め
ざ
す
と
い
う
自
覚

が
重
要
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
社
会
化
を

主
な
内
容
と
す
る
社
会
主
義
的
変
革
に
よ
っ

て
、
搾
取
制
度
を
廃
止
し
、
社
会
か
ら
貧

困
を
な
く
す
と
と
も
に
、
労
働
時
間
を
短

縮
し
、
人
間
的
発
達
を
保
障
す
る
土
台
を

つ
く
り
、
「
各
人
の
自
由
な
発
展
が
万
人

の
自
由
な
発
展
の
条
件
で
あ
る
よ
う
な
協

同
社
会
」
を
め
ざ
す
と
い
う
労
働
者
階
級

の
歴
史
的
使
命
の
理
解
が
き
わ
め
て
大
切

で
あ
る
。
私
た
ち
の
め
ざ
す
未
来
社
会
は
、

人
間
の
“
解
放
”
と
人
間
の
“
自
由
”
の

実
現
に
あ
る
。

以
上
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